
佐倉は、昔から江戸を支えた町として成田・佐原・銚子と共に栄え、

「北総四都市江戸紀行・江戸を感じる北総の街並み」として日本遺産に

も選ばれました。 

佐倉市の小中学校では、江戸時代に佐倉で食べられていたものや当

時の名物を使った料理を取り入れた給食を「城下町佐倉・江戸ぐるめ」

として 11 月 16 日(日)「佐倉市教育の日」に合わせて実施します。 

（印南小では 1４日(金)に実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年10月３1日発行 

佐 倉 市 立 印 南 小 学 校 

朝夕は、肌寒く感じるようになりました。給食室の裏にあるイチョウの葉も、ようや
く緑から黄色に色づき始めました。黄色に色づくとあっという間に葉が落ちるので、「落
ち葉掃除の季節がやってきたな…」と季節の移り変わりを感じています。 

 先日１年生が、さつまいもの畑をお借りしている地域の方と一緒に芋ほりをしました。
大きさや形もバランスよく、おいしそうなさつま芋が収穫できました。給食用におすそ 
分けしてもらい、６日(木)のさつま汁と１２日(水)のさつま芋ごはんに使用します。楽し 
みにしていてくださいね！ 

 

 

11月給食だより 

「和食」は日本の自然や歴史から生まれ、

私たちが昔から受け継いできた食文化です。  

和食の形である主食・主菜・副菜を基本と

した「一汁三菜」を意識することで、栄養バ

ランスのよい食事を組み立てることができま

す。また、和食の基本である「だし」のうま

味を活用することで、動物性の油脂や食塩の

とりすぎを押さえることができます。 

 

ちばの恵でまんてん笑顔 千産千消デー 

11月は千葉県産の旬の食材が最も多く出回

る時期です。千葉県では、「ちばを食べよう！

千葉の食育月間」と定め、子どもたちの健やか

な成長を支える取り組みを行います。 

地元の食材を地元で消費することを「地産地

消」と言いますが、千葉県では千葉の「千」を

使った千産千消として、千葉県産の食材を積極

的に活用して地域産業や食文化への理解を深

め、地域への愛着を育む機会としています。 

１１月は千葉県産の旬の食材をたくさん使います！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐倉市学校栄養士会 

11月の献立は・・・ 

            ５日（水） 本とコラボ給食       

『本からできたおいしいレシピ』で紹

介している「お豆とかぼちゃの豆乳スー

プ」を取り入れました。野菜や豆、肉な

ど柔らかく煮込んだ旨味たっぷりのスー

プは、具材の栄養や水分も一緒に摂るこ

とができます。旬の食材を使って、ご家

庭でもおいしいスープを作ってみてくだ

さい。 

「い（１）い（１）歯（８）」の語呂合わせから、日本歯科医師会が定める記念日です。

健康な歯を保つには、食事やおやつは時間を決めてとるようにし、食べたら歯をみがく 

ことが大切です。また、食べるときによくかむようにすると、だ液がたくさん出て、むし歯や歯周病

を防ぐだけでなく、いろいろな効果が期待できます。 

食べ過ぎを防ぎ、 

肥満を予防する 

脳が活性化し、 

集中力が高まる 
味がよくわかり、 

味覚が発達する 
消化を助け、栄養の 

吸収がよくなる 

日本各地の郷土料理を知ろう『埼玉県』 

埼玉県は平地が多く、近郊農業が盛んです。特に里

芋や長葱、ほうれん草の収穫量はトップクラスです。

13 日(木)の給食では、深谷出身の明治の実業家・渋

沢栄一も好んで食べたと言われている「煮ぼうとう」

と、行田市の郷土料理「ゼリーフライ」を取り入れま

した。ゼリーフライは衣のないコロッケのような食べ

物です。小判のような形から「銭フライ」と呼ばれ、

それがなまって「ゼリーフライ」になったそうです。 

 

 。  

17 日(月)に 
登場します！ 

。  

７日(金)は 
かみかみメニュー 

！ 


